
会
派
会
派
は
こ
こ
に

は
こ
こ
に
注
目
注
目
し
て
い
ま
す

し
て
い
ま
す

ＱＲコードから 
各議員の録画中 
継を見ることが 
できます。

し も の せ き 議 会 だ よ り
第2回【6月】
定 例 会 号

令和７年

▼こちらもご覧ください

テ キ スト 版
Q R コ ー ド

予 算 の 状 況
Q R コ ー ド

代表質問者　桧垣　徳雄
日本共産党

代表質問者　秋山　賢治
市民連合

代表質問者　林　昂史
みらい下関

代表質問者　井川　典子
創世下関

代表質問者　河野　淳一
公明党

角島灯台150周年
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市
の
施
策
等
に
対
す
る
議
員
か
ら
の
質
問
と
市
か
ら
の
答
弁
の
主
な
内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
執
筆
は
議
員
自
ら
が
行
い
、
議
会
広
報
部
会
で
編
集
し
て
い
ま
す
。

▼
強
力
な
子
育
て
支
援

問　
学
校
給
食
費
無
償
化
は
い
つ
か
ら
か
。

答　
令
和
７
年
度
の
２
学
期
か
ら
実
施

す
る
。

問　
子
ど
も
医
療
費
の
完
全
無
償
化
・

拡
充
の
内
容
は
。

答　
令
和
７
年
12
月
か
ら
高
校
生
年
代

の
通
院
費
等
ま
で
拡
充
し
、
無
償
化
を

実
現
す
る
。

問　
子
ど
も
・
子
育
て
施
設
整
備
事
業

（
旧
第
一
幼
稚
園
跡
地
）の
概
要
は
。

答　
民
設
民
営
が
前
提
の
幼
保
連
携
型

認
定
こ
ど
も
園
を
中
心
と
し
、
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
利
用
で
き
る
多
世

代
交
流
型
複
合
施
設
を
整
備
す
る
計
画

で
あ
る
。
令
和
７
年
度
は
基
本
構
想
・

計
画
策
定
の
ほ
か
、
周
辺
道
路
の
拡
幅

に
向
け
た
測
量
設
計
を
行
う
。

▼
新
し
い
市
立
総
合
病
院

問　
新
病
院
整
備
事
業
の
概
要
と
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　
建
設
候
補
地
で
あ
る
幡
生
操
車
場

跡
地
の
地
質
調
査
や
新
病
院
整
備
支
援

の
委
託
等
を
行
う
。
業
者
選
定
に
約
１

年
、
設
計
に
約
２
年
、
建
設
工
事
に
約

２
年
の
時
間
を
要
す
る
た
め
令
和
12
年

度
中
の
運
営
開
始
を
目
指
す
。

▼
下
関
駅
周
辺
エ
リ
ア
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

問　
下
関
駅
周
辺
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
調
査

検
討
業
務
の
概
要
と
今
後
の
体
制
は
。

答　
関
係
者
か
ら
ニ
ー
ズ
や
課
題
を
把

握
し
て
効
果
的
な
取
り
組
み
や
施
策
を

検
討
し
、
市
街
地
開
発
課
内
に
下
関
駅

前
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
推
進
室
を
設
置
す
る
。

▼
唐
戸
市
場

問　
唐
戸
市
場
基
本
構
想
策
定
業
務
の

概
要
は
。

答　
再
整
備
に
向
け
た
整
備
手
法
や
工

期
・
運
営
方
法
を
検
討
し
、
令
和
11
年

度
以
降
の
工
事
着
手
を
目
指
す
。

▼
新
下
関
市
場

問　
新
下
関
市
場
再
整
備
調
査
検
討
業

務
の
概
要
と
他
市
場
の
動
向
は
。

答　
関
係
者
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
流

通
市
場
の
実
態
調
査
を
専
門
業
者
へ
委

託
す
る
。
富
山
市
公
設
地
方
卸
売
市
場

の
官
民
連
携
に
よ
る
再
整
備
な
ど
を
参

考
に
最
適
な
手
法
を
検
討
し
た
い
。

▼
若
者
の
市
内
就
職

問　
奨
学
金
返
還
支
援
事
業
の
拡
充
の

概
要
と
目
標
数
値
は
。

答　
令
和
６
年
度
に
交
付
額
の
上
限
を

引
き
上
げ
た
と
こ
ろ
だ
が
、
さ
ら
に
対

象
企
業
や
対
象
者
も
拡
充
し
、
目
標
と

し
て
い
る
交
付
者
数
100
人
を
目
指
す
。

▼
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
賞
賜
金

問　
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
賞
賜
金
の
拡
充

の
概
要
は
。

答　
対
象
年
齢
を
見
直
す
と
と
も
に
、

個
人
の
賞
賜
金
を
１
万
円
か
ら
１
万
５

千
円
に
拡
充
し
、
団
体
の
場
合
は
、
大

会
登
録
人
数
に
個
人
の
金
額
を
掛
け
た

金
額
を
交
付
す
る
。

▼
旧
豊
浦
郡
４
町

問　
豊
田
の
魅
力
実
感
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
概
要
は
。

答　
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
手
湯
の
温

泉
ブ
ー
ス
を
設
置
し
、
体
験
会
を
実
施

す
る
。
ま
た
、
豊
田
町
以
外
で
の
発
信

強
化
を
目
指
す
。

問　
豊
浦
地
域
再
生
事
業
の
方
向
性
は
。

答　
こ
の
３
年
間
で
川
棚
温
泉
エ
リ
ア

に
賑
わ
い
が
創
出
さ
れ
始
め
た
た
め
、

今
後
は
広
報
強
化
に
取
り
組
み
、
交
流 

・
定
住
人
口
の
増
加
を
目
指
す
。

▼
学
校
施
設
の
環
境
改
善

問　
学
び
の
環
境
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業

の
概
要
は
。

答　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
や
す

く
す
る
た
め
に
机
と
椅
子
を
更
新
す
る
。

ま
た
、
熱
中
症
対
策
の
た
め
に
ミ
ス
ト

扇
風
機
の
更
新
・
増
設
を
行
う
。

▼
下
関
商
業
高
等
学
校

問　
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
の
新

設
の
概
要
は
。

答　
ス
ポ
ー
ツ
概
論
や
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ

等
の
座
学
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
を
使

用
し
た
け
が
予
防
の
実
技
等
を
行
う
。

ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
で
の
起
業
や
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
、
地
域
医
療
の
充
実
に
貢
献

す
る
た
め
の
人
材
育
成
を
目
標
と
す
る
。

▼
母
子
保
健
の
推
進

問　
母
子
手
帳
ア
プ
リ「
ふ
く
ふ
く
母
子

モ
」に
追
加
さ
れ
た
新
た
な
機
能
の
概
要
は
。

答　
妊
娠
届
出
時
の
面
談
予
約
や
妊
娠

届
出
書
・
ア
ン
ケ
ー
ト
を
事
前
に
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
、
妊
婦
の
状
況
に
応

じ
た
対
応
が
よ
り
可
能
に
な
る
。

▼
公
園
整
備

問　
城
下
町
長
府
地
区
散
策
拠
点
等
整

備
事
業
の
概
要
は
。

答　
城
下
町
長
府
地
区
を
一
体
的
に
散

策
し
、
賑
わ
い
の
創
出
が
図
ら
れ
る
よ

う
、
観
光
資
源
の
改
修
、
道
路
空
間
の

高
質
化
や
拠
点
広
場
の
整
備
な
ど
を
行

う
。
ま
た
、
長
府
苑
は
ブ
ラ
イ
ダ
ル
や

茶
会
、
展
示
会
な
ど
、
多
様
な
活
用
が

で
き
る
施
設
と
な
る
よ
う
改
修
す
る
。

問　
秋
根
記
念
公
園
の
ト
イ
レ
高
質
化

の
概
要
は
。

答　
老
朽
化
し
、
使
い
づ
ら
く
な
っ
て

い
る
ト
イ
レ
を
建
て
替
え
て
更
新
す
る
。

令
和
７
年
度
は
設
計
を
行
う
。

▼
本
庁
舎
の
電
話
対
応
に
お
け
る

業
務
改
善

問　
本
庁
舎
通
話
録
音
装
置
導
入
業
務

の
概
要
は
。

答　
職
員
に
対
す
る
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
対
策
と
し
て
、
通
話
録
音
装

置
を
100
台
導
入
す
る
。

【
関
連
質
問
】

■
山
野　
陽
生

・
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

・
巌
流
島
に
つ
い
て

・
下
関
港
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
エ
リ

ア
の
賑
わ
い
創
出
に
つ
い
て

・
学
校
教
育
に
つ
い
て

・
高
齢
者
が
安
心
し
て
外
出
で
き
る
環

境
創
出
に
つ
い
て

・
下
関
北
九
州
道
路
の
整
備
に
つ
い
て

・
犯
罪
被
害
者
等
支
援
事
業
に
つ
い
て

給食の様子給食の様子

周知パンフレット（抜粋）周知パンフレット（抜粋）

代表質問者
林　昂史

みらい下関

（2）議会だより 令和７年　第２回定例会
（会期：６月６日～６月３０日） 代表質問



▼
行
財
政
運
営

問　
人
口
減
少
・
高
齢
化
や
税
収
見
込

み
も
減
額
と
予
測
さ
れ
る
中
、
財
政
健

全
化
に
向
け
て
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答　
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
、

行
政
機
能
の
充
実
と
行
政
運
営
の
効
率

化
、
将
来
負
担
の
平
準
化
、
収
納
率
の

向
上
な
ど
に
よ
る
歳
入
の
確
保
を
掲
げ

て
財
政
基
盤
の
構
築
を
目
指
す
。

▼
重
点
施
策

問　
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
保
育
を
担
う
人

材
の
育
成
に
向
け
た
支
援
方
針
は
。

答　
特
別
支
援
に
関
す
る
保
育
技
術
の

向
上
に
努
め
る
こ
と
で
教
育
・
保
育
の

提
供
体
制
の
充
実
を
図
る
。

問　
人
口
減
少
・
少
子
化
対
策
と
し
て
、

若
年
層
の
定
住
促
進
な
ど
、
出
生
数
の

増
加
に
向
け
た
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

答　
子
ど
も
医
療
費
の
助
成
拡
充
や
第

２
子
以
降
保
育
料
無
償
化
な
ど
の
経
済

的
支
援
と
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で

の
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
す
る
。

問　
多
世
代
交
流
型
複
合
施
設
は
、
市

が
中
心
と
な
り
、
地
域
資
源
を
つ
な
ぐ

官
民
一
体
の
施
設
か
。
そ
の
方
向
性
は
。

答　
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、
子

育
て
を
地
域
社
会
全
体
で
支
え
る
施
設

と
し
た
い
。

問　
新
市
立
総
合
病
院
の
病
院
像
は
。

答　
収
益
性
の
向
上
と
救
急
搬
送
受
入

体
制
を
強
化
し
た
持
続
可
能
な
医
療
体

制
が
確
立
さ
れ
る
病
院
を
目
指
す
。　

問　
下
関
駅
前
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
当
た

り
エ
リ
ア
の
経
済
を
活
性
化
し
、
価
値

を
高
め
る
た
め
の
整
備
が
必
要
と
思
う

が
、
民
間
企
業
が
継
続
し
て
収
益
を
上

げ
る
た
め
の
戦
略
や
方
向
性
は
。

答　
さ
ま
ざ
ま
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
で

き
る
よ
う
、
賑
わ
い
の
創
出
と
経
済
の

牽
引
の
た
め
、
官
民
一
体
で
取
り
組
む
。

▼
重
要
施
策

問　
有
機
農
業
推
進
の
今
後
の
展
開
は
。

答　
技
術
的
課
題
を
整
理
し
、
関
係
機

関
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
実
施
す
る
。

問　
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
エ
リ
ア
と

唐
戸
地
区
の
連
携
の
中
で
、
唐
戸
市
場

の
役
割
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

答　
下
関
の
多
様
な
食
文
化
が
交
流
す

る
拠
点
と
捉
え
、
市
民
に
も
観
光
客
に

も
利
用
し
て
も
ら
え
る
魅
力
あ
ふ
れ
る

市
場
と
し
た
い
。

問　
ク
ル
ー
ズ
船
誘
致
で
は
稼
ぐ
観
光

の
観
点
か
ら
新
た
な
戦
略
が
必
要
で
は
。

答　
大
型
船
を
受
け
入
れ
る
た
め
に
待

合
施
設
を
造
る
ほ
か
、
あ
る
か
ぽ
ー
と

へ
の
ハ
イ
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
な
船
の
誘

致
な
ど
に
取
り
組
み
た
い
。

問　
豊
北
町
の
活
性
化
に
温
泉
の
活
用

は
必
要
だ
と
思
う
が
、
見
解
は
。

答　
滝
部
地
区
エ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
に
基

づ
き
交
流
温
浴
施
設
を
整
備
す
る
。　

問　
安
全
・
安
心
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
構
築
が
重
要
と
思
う
が
、
こ
れ
か
ら

の
自
治
会
の
在
り
方
を
ど
う
考
え
る
か
。

答　
負
担
の
少
な
い
地
域
活
動
へ
の
転

換
を
推
進
し
、
自
治
会
が
個
々
の
問
題

に
向
き
合
え
る
よ
う
検
討
す
る
。

問　
野
良
猫
の
繁
殖
を
減
ら
す
対
策
は
。

答　
猫
の
不
妊
去
勢
手
術
助
成
事
業
の

予
算
の
増
額
と
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の

適
正
管
理
に
つ
い
て
広
報
を
強
化
す
る
。
▼
強
力
な
子
育
て
支
援

問　
学
校
給
食
費
完
全
無
償
化
と
は
。

答　
令
和
５
年
度
か
ら
小
中
学
校
の
給

食
費
の
半
額
以
上
を
公
費
で
支
援
し
て

い
る
が
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担

を
こ
れ
ま
で
以
上
に
軽
減
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
未
来
基
金
を

財
源
と
し
て
、
２
学
期
以
降
の
学
校
給

食
費
を
完
全
無
償
化
と
す
る
。

問　
子
ど
も
医
療
費
完
全
無
償
化
と
は
。

答　
令
和
７
年
12
月
よ
り
高
校
生
等
の

通
院
や
調
剤
な
ど
に
関
し
て
医
療
費
の

助
成
を
開
始
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
高

校
生
年
代
ま
で
の
全
て
の
子
ど
も
に
対

し
て
、
医
療
保
険
適
用
の
自
己
負
担
分

の
全
額
を
助
成
す
る
。

▼
公
共
交
通
の
維
持

問　
深
刻
な
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
運
転
手

不
足
を
解
消
す
る
取
り
組
み
は
。

答　
市
内
の
交
通
事
業
者（
路
線
バ
ス
・

タ
ク
シ
ー
）に
運
転
手
と
し
て
就
職
し

た
方
に
、
運
転
手
１
人
当
た
り
年
間
30

万
円
の
就
労
支
援
金
を
支
給
す
る
。

問　
廃
止
バ
ス
路
線
へ
の
市
の
対
応
は
。

答　
廃
止
が
予
定
さ
れ
る
バ
ス
路
線
に

お
い
て
生
活
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
な
ど
に

よ
る
実
証
運
行
を
実
施
し
、
利
用
状
況

の
検
証
を
行
う
こ
と
で
、
将
来
的
な
代

替
交
通
モ
ー
ド
を
検
討
す
る
。

▼
乃
木
浜
総
合
公
園
整
備
事
業

問　
老
朽
化
が
著
し
い
施
設
の
整
備
は
。

答　
令
和
７
年
度
は
、
更
新
時
期
を
迎

え
て
い
る
第
１
期
整
備
エ
リ
ア
を
対
象

に
、
今
後
の
利
用
促
進
を
踏
ま
え
た
、

更
新
に
関
す
る
基
本
計
画
を
作
成
す
る
。

使
用
禁
止
と
し
て
い
る
大
型
複
合
遊
具

に
つ
い
て
は
、
人
気
の
あ
る
遊
具
で
利

用
者
も
多
い
こ
と
か
ら
、
早
急
に
修
繕

工
事
を
行
い
、
令
和
７
年
の
夏
休
み
ま

で
に
は
利
用
可
能
と
す
る
予
定
で
あ
る
。

▼
農
業
従
事
者
の
確
保

問　
担
い
手
確
保
の
新
た
な
取
組
は
。

答　
現
在
行
っ
て
い
る
就
農
相
談
会
へ

の
出
展
や
、｢

中
高
年
移
住
就
農
支
援

事
業｣｢

親
元
就
農
経
営
改
善
支
援
事
業｣

等
の
事
業
に
加
え
、
市
内
で
の
雇
用
就

農
や
独
立
・
自
営
就
農
を
促
進
す
る
た

め｢

有
機
農
業
推
進
事
業｣

を
新
た
に
創

設
す
る
。

ウォーターフロントエリアウォーターフロントエリア下関市地方卸売市場唐戸市場下関市地方卸売市場唐戸市場

市民の足を守る公共交通市民の足を守る公共交通

代表質問者
井川　典子

創世下関

代表質問者
河野　淳一

公明党

（3） 議会だより 令和７年　第２回定例会
（会期：６月６日～６月３０日） 代表質問



▼
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

問　
有
害
鳥
獣
に
よ
る
人
的
被
害
防
止

対
策
を
講
じ
る
べ
き
で
は
。

答　
市
で
は
市
街
地
で
有
害
鳥
獣
が
出

没
し
た
際
は
、
周
辺
住
民
や
関
係
機
関

と
情
報
共
有
し
、
注
意
喚
起
を
行
っ
て

い
る
。

　
ま
た
、
特
定
の
地
域
で
の
出
没
が
続

く
場
合
は
、
警
察
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
す
る
ほ
か
、
市
の
対
応
と
し
て
、

有
害
鳥
獣
捕
獲
の
許
可
を
受
け
た
捕
獲

従
事
者
に
よ
る
追
い
払
い
や
緊
急
捕
獲

を
実
施
し
て
い
る
。

▼
有
機
農
業
の
推
進
に
つ
い
て

問　
有
機
農
業
推
進
に
向
け
た
今
後
の

施
策
展
開
は
。

答　
有
機
農
業
に
取
り
組
む
新
規
就
農

者
に
対
し
て
、
雇
用
就
農
し
た
と
き
や

独
立
・
自
営
就
農
を
し
た
と
き
に
支
援

し
、
有
機
農
業
に
取
り
組
む
農
業
者
の

拡
大
を
図
る
。

を
表
明
し
た
が
、
官
と
民
が
協
議
し
た

上
で
の
発
言
な
の
か
。

答　
下
関
駅
周
辺
で
は
多
く
の
建
物
が

老
朽
化
し
、
更
新
の
時
期
を
迎
え
て
お

り
、
民
間
エ
リ
ア
を
含
め
て
ま
ち
づ
く

り
の
方
向
性
を
示
す
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
具
体
的
な
協
議
は
今
後
官

と
民
が
一
体
と
な
り
取
り
組
み
た
い
。

▼
維
持
・
補
修
費

問　
資
材
費
・
人
件
費
な
ど
が
高
騰
し

て
お
り
、
昨
年
度
並
み
の
維
持
・
補
修

費
な
ら
実
質
的
に
は
削
減
と
な
る
。
少

な
く
と
も
昨
年
度
並
み
の
維
持
・
補
修

が
で
き
る
予
算
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　
必
要
な
予
算
は
確
保
し
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。
維
持
補
修
費
と
は
別

に
、
有
利
な
起
債
を
活
用
し
て
建
築
物

の
長
寿
命
化
や
道
路
・
河
川
等
の
社
会

基
盤
の
改
修
事
業
な
ど
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
も
必
要
な
維

持
補
修
や
予
防
保
全
に
努
め
る
。

※スフィア基準：災害発生後の避難所で確保すべき生活環境を指標として定めた国際基準

▼
若
者
の
就
業
促
進

問　
奨
学
金
返
還
支
援
事
業
の
新
た
な

取
り
組
み
は
。

答　
登
録
企
業
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、

30
歳
未
満
の
転
入
者
も
対
象
と
す
る
な

ど
大
幅
な
見
直
し
を
す
る
。

▼
避
難
所
の
環
境
改
善
、
質
の
向
上

問　
被
災
者
が
尊
厳
あ
る
生
活
を
営
む

た
め
の
最
低
基
準
で
あ
る「
ス
フ
ィ
ア
基

準
」（
※
）に
準
じ
た
避
難
所
の
環
境
改
善

と
質
の
向
上
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
は
。

答　
ス
フ
ィ
ア
基
準
な
ど
を
考
慮
し
た

上
で
、
災
害
時
に
は
本
市
が
備
蓄
を
し

て
い
る
95
基
の
仮
設
ト
イ
レ
に
加
え
、

必
要
に
応
じ
て
資
機
材
の
供
給
に
関
す

る
防
災
協
定
を
締
結
し
て
い
る
事
業
者

な
ど
か
ら
仮
設
ト
イ
レ
や
ト
イ
レ
ト

レ
ー
ラ
ー
、
そ
の
他
避
難
所
で
必
要
と

な
る
資
機
材
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
準
備
し
て
い
る
。

スフィア基準のポイントスフィア基準のポイント

中央線や右折レーンが消えた市道中央線や右折レーンが消えた市道

ＪＲ山陰本線ＪＲ山陰本線

▼
18
歳
以
下
の
国
民
健
康
保
険
均
等
割

問　
子
ど
も
が
多
い
ほ
ど
保
険
料
が
高

く
な
る
国
保
の
均
等
割
は
、
子
育
て
支

援
へ
の
逆
行
で
あ
る
。
国
保
基
金
の
一

部
を
活
用
す
れ
ば
子
ど
も
の
均
等
割
を

ゼ
ロ
に
で
き
る
と
考
え
る
が
、
見
直
し

の
検
討
を
す
べ
き
で
は
。

答　
保
険
料
の
賦
課
は
政
令
の
基
準
に

従
っ
て
条
例
で
定
め
る
た
め
、
国
の
基

準
を
超
え
て
独
自
に
保
険
料
の
減
額
を

条
例
で
定
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
仕
組

み
で
あ
る
。
独
自
の
判
断
で
子
ど
も
の

均
等
割
を
減
免
し
て
い
る
自
治
体
も
あ

る
が
、
国
か
ら「
適
切
で
は
な
い
」と
い

う
通
知
が
出
さ
れ
て
お
り
、
下
関
市
で

は
見
直
し
は
予
定
し
て
い
な
い
。

▼
新
市
立
総
合
病
院
へ
の
ア
ク
セ
ス

問　
新
し
い
市
立
市
民
病
院
の
整
備
が

進
み
つ
つ
あ
る
。
幡
生
駅
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
も
考
え
る
と
今
か
ら
新
病
院
へ

の
ア
ク
セ
ス
の
検
討
が
必
要
だ
が
、
交

通
事
業
者
と
協
議
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

答　
新
病
院
の
配
置
が
決
定
後
、
バ
ス

事
業
者
と
協
議
を
行
う
。
幡
生
駅
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
や
新
病
院
ま
で
の
動
線

の
確
保
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
鉄
道

事
業
者
と
協
議
し
て
い
く
。

▼
シ
ー
モ
ー
ル
下
関
の
解
体
発
言

問　
市
長
は
シ
ー
モ
ー
ル
下
関
の
解
体

▼
中
小
企
業
振
興
に
つ
い
て

問　
物
価
高
騰
な
ど
の
影
響
を
受
け
て
、

中
小
企
業
が
経
営
不
振
に
陥
っ
て
い
る

現
状
を
踏
ま
え
、
市
独
自
の
物
価
高
騰

対
策
を
講
じ
る
べ
き
で
は
。

答　
市
の
融
資
の
条
件
緩
和
や
保
証
料

補
助
の
拡
充
な
ど
、
資
金
繰
り
の
支
援

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

▼
地
域
公
共
交
通
の
充
実
に
つ
い
て

問　
廃
止
予
定
の
２
つ
の
バ
ス
路
線
に

お
け
る
代
替
交
通
の
施
策
展
開
は
。

答　
廃
止
予
定
の
２
つ
の
バ
ス
路
線
に

つ
い
て
は
代
替
交
通
の
確
保
が
必
要
で

あ
る
。
廃
止
後
も
引
き
続
き
、
住
民
・

地
域
住
民
の
移
動
手
段
が
確
保
で
き
る

よ
う
、
代
替
交
通
が
急
務
な
区
間
に
お

い
て
は
生
活
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
な
ど
に

よ
り
、
実
証
運
行
を
行
い
、
利
用
状
況

な
ど
を
調
査
す
る
。

問　
Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
利
用
促
進
に
向
け

た
取
り
組
み
と
今
後
の
施
策
展
開
は
。

答　
本
市
を
含
む
沿
線
の
４
市
１
町
が

連
携
し
て
日
常
生
活
や
広
域
観
光
で
の

鉄
道
利
用
を
促
進
し
、
地
域
活
性
化
に

つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
Ｊ
Ｒ
山

陰
本
線
利
用
促
進
協
議
会
を
設
立
し
、

利
用
促
進
の
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い

る
。

代表質問者
桧垣　徳雄

日本共産党

代表質問者
秋山　賢治

市民連合

（4）議会だより 令和７年　第２回定例会
（会期：６月６日～６月３０日） 代表質問



　
議
会
で
は
、
本
市
の
課
題
解
決
に
向
け

て
、
毎
年
、
議
員
研
修
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
地
域
振
興
や
人
口
成
熟

問
題
な
ど
に
つ
い
て
精
力
的
に
研
究
・
著

作
・
講
演
を
行
わ
れ
て
い
る
藻
谷
浩
介
氏

を
お
招
き
し
、
下
関
市
の
ま
ち
の
魅
力
を

向
上
さ
せ
る
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
、
講

演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
研
修
会
の
様
子
は
議
会
中
継（
ラ
イ
ブ
中

継
・
録
画
中
継
）か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

▪
日
時　
令
和
７
年
10
月
14
日（
火
）

　
　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

▪
場
所　
下
関
市
議
会
本
会
議
場

▪
講
師　
株
式
会
社
日
本
総
合
研
究
所

　
　
　
　
　
主
任
研
究
員　
藻
谷 

浩
介
氏

▪
演
題　
誰
も
言
わ
な
い

�

日
本
と
下
関
の「
実
力
」

　
第
２
回
定
例
会
終
了
後
に
記
者
会
見
を

行
い
、
各
常
任
委
員
会
で
の
審
査
の
概
要

に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　
常
任
委
員
会
で
は
、
年
度
ご
と
に
活
動

方
針（
取
り
組
む
べ
き
課
題
）を
定
め
て
い

ま
す
。
令
和
７
年
度
の
活
動
方
針
は
次
の

と
お
り
で
す
。

【
総
務
委
員
会
】

①
財
政
健
全
化
・
行
財
政
改
革

②
人
材
確
保
と
人
材
育
成

③
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
構
築

④
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

⑤
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

⑥
防
災
・
減
災
対
策

⑦
公
立
大
学
法
人
管
理
運
営
業
務

⑧
選
挙
啓
発
業
務

⑨
移
住
・
定
住
人
口
の
増
加
及
び
交
流

人
口
の
拡
大

⑩
過
疎
対
策

【
経
済
委
員
会
】

①
観
光
振
興

②
農
林
水
産
の
振
興

③
ス
ポ
ー
ツ
振
興

④
産
業
振
興

【
文
教
厚
生
委
員
会
】

①
子
育
て
支
援

②
高
齢
者
の
福
祉

③
教
育
環
境
の
充
実

④
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

【
建
設
消
防
委
員
会
】

①
住
環
境
及
び
市
街
地
の
整
備

②
公
共
交
通
施
策

③
公
共
施
設
整
備
事
業

④
下
関
港
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
開
発

及
び
新
港
地
区
の
整
備
と
利
用
促
進

⑤
救
急
消
防
業
務
の
高
度
化
の
推
進
及

び
消
防
団
の
充
実
強
化
等

⑥
上
下
水
道
局
中
長
期
ビ
ジ
ョ
ン（
経
営
戦
略
）

委
員
会
の
活
動
方
針
を
決
定

議
員
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

第
２
回
定
例
会
に
関
す
る

記
者
会
見
を
行
い
ま
し
た
。

一
般
質
問
の

様
子
は

こ
ち
ら
か
ら
▼

市議会HP
議会中継

会
見
の
様
子
は

こ
ち
ら
か
ら
▼

99月定例会月定例会
９月１日(月)
� ～９月30日(火)
午前10時開議予定
詳しい会期日程は

こちら

議会カレンダー

一般質問の質問項目

議会からのお知らせ

※
掲
載
の
順
番
は
質
問
順
で
す
。

▪
東
城
し
の
ぶ（
み
ら
い
下
関
）

◦
エ
キ
ス
タ
の
機
能
拡
充
と
新
下
関
駅

空
き
ス
ペ
ー
ス
の
活
用

▪
星
出　
恒
夫（
創
世
下
関
）

◦
公
民
館
の
空
調
設
備
の
実
態
と
今
後

の
対
策

◦
学
校
閉
校
後
の
有
効
活
用
ほ
か

▪
坂
本　
晴
美（
公
明
党
）

◦
住
宅
密
集
地
の
火
災

◦
就
学
前
施
設
の
保
育
環
境
と
支
援

▪
濵
岡　
歳
生（
市
民
連
合
）

◦
下
関
市
の
災
害
井
戸
の
状
況
と
防
災

◦
関
係
人
口
の
創
出

▪
村
中　
良
多（
み
ら
い
下
関
）

◦
交
通
空
白
対
策
実
証
事
業（
廃
止
バ
ス

路
線
代
替
交
通
モ
ー
ド
実
証
）ほ
か

▪
恵
良
健
一
郎（
公
明
党
）

◦
市
職
員
の
人
材
確
保

◦
市
職
員
の
人
材
育
成
ほ
か

▪
早
川　
幸
汰（
無
所
属
）

◦
人
口
減
少
対
策

◦
二
十
歳
を
祝
う
会
ほ
か

▪
桂　
　
誠（
日
本
共
産
党
）

◦
周
辺
地
域
を
含
め
た
市
全
体
の
ま
ち

づ
く
り
の
方
向
性

◦
地
域
お
こ
し
協
力
隊
ほ
か

▪
江
村　
卓
三（
創
世
下
関
）

◦
飲
用
井
戸
設
置
の
補
助

◦
飲
用
井
戸
水
の
水
質
検
査
補
助

▪
阪
本　
祐
季（
創
世
下
関
）

◦
芝
生
の
維
持
管
理
と
効
果

◦
学
校
等
の
行
政
財
産
の
有
効
利
用

▪
宮
野　
直
樹（
無
所
属
）

◦
市
立
学
校
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
事
業

◦
新
た
な
介
護
人
材
の
確
保
策
ほ
か

▪
安
岡　
克
昌（
み
ら
い
下
関
）

◦
し
も
の
せ
き「
夢
・
笑
顔
」ク
リ
エ
イ

ト
事
業

◦
交
通
空
白
対
策
実
証
事
業
ほ
か

▪
片
山　
房
一（
日
本
共
産
党
）

◦
小
中
学
校
の
統
廃
合

◦
旧
統
一
教
会
の
公
共
施
設
使
用
ほ
か

▪
下
村　
秀
樹（
無
所
属
）

◦
終
活
条
例
の
制
定

◦
公
用
車
の
削
減
費
用
を
職
員
教
育
へ

充
て
る
こ
と　
ほ
か

▪
吉
村　
武
志（
創
世
下
関
）

◦
交
通
空
白
対
策
実
証
事
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廃
止
バ
ス

路
線
代
替
交
通
モ
ー
ド
実
証
）ほ
か

▪
山
下　
隆
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市
民
連
合
）

◦
山
口
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
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Ｄ
Ｃ
）

◦
職
員
の
人
事
評
価
ほ
か

▪
竹
村　
克
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無
所
属
）

◦
下
関
市
職
員
の
人
事
評
価
制
度

◦
唐
戸
周
辺
地
区
市
街
地
総
合
再
生
事

業
検
討
業
務
ほ
か

▪
秋
月
美
佐
子（
公
明
党
）

◦
住
民
自
治
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

◦
緊
急
自
然
災
害
防
止
対
策
事
業

▪
本
池　
涼
子（
無
所
属
）

◦
固
定
資
産
税（
船
舶
特
例
の
適
用
）

▪
香
川　
昌
則（
み
ら
い
下
関
）

◦
高
校
生
議
会

◦
公
共
交
通（
内
日
線
・
員
光
線
の
廃

止
）ほ
か

●
第
２
回
定
例
会
で
は
次
の
議
員
も
一
般
質
問
を
し
て
い
ま
す
。

（5） 議会だより 令和７年　第２回定例会
（会期：６月６日～６月３０日） 一般質問



新病院整備事業　新病院整備事業　【保健部】【保健部】

交通空白対策実証事業交通空白対策実証事業
（廃止バス路線代替交通モード実証）（廃止バス路線代替交通モード実証）
�� 【都市整備部】【都市整備部】

【概要】 市立市民病院と下関医療センターを統合し、新病院を建設す
る新病院整備事業について、候補地の地質調査や建設に当たっての
設計施工者の選定に関する補正予算議案を審査しました。

【委員会の中で出た意見・要望等】
・事業費の内訳や新病院の基本計画の策定時期を確認し、公共交通

機関によるアクセスの利便性を検討するよう要望がありました。
・建設候補地の幡生操車場跡地は広いため、新病院を核としたまち

の形成についても、長期的視点で取り組むよう要望がありました。

【概要】 令和７年９月末で廃止予定のバス路線（内日線・員光線）にお
いて生活バスやタクシーなどによる実証運行を行い、地域住民との
意見交換や検証結果を踏まえて、将来的な代替交通を検討するため
の経費が計上された補正予算議案を審査しました。

【委員会の中で出た意見・要望等】
・代替交通を継続して運行していくためには利用者を増やす必要が

あることから、利用者にとってより利便性が高まる交通形態を検
討してほしいとの要望がありました。

【所属委員】
委員長：吉村 武志　副委員長：秋月 美佐子
関谷 博、林 真一郎、山下 隆夫、田中 義一、
林 昂史、本池 涼子、桂 誠

【所属委員】
委員長：星出 恒夫　副委員長：河野 淳一
木本 暢一、桧垣 徳雄、板谷 正、阪本 祐季
下村 秀樹、秋山 賢治

＊第２回定例会において常任委員会（総務委員会、経済委員会、文教厚生委員会、建設消防委員会）が審査した議案及び 
執行部から常任委員会にあった報告について主な内容をお知らせします。

【概要】 旧第一幼稚園跡地に子育て施設を中心とした多世代交流型複
合施設を整備する補正予算議案を審査しました。

【委員会の中で出た意見・要望等】
・施設の整備については、公共施設マネジメントの観点から民設民

営を前提として取り組む方針であることを確認しました。
・子育て施設と多世代交流型複合施設を同じ敷地の中に整備すると

なれば、不特定多数の方の利用が想定されるため、しっかりとし
た防犯体制を検討するよう要望がありました。

子ども・子育て施設整備事業（旧第一幼稚園）　子ども・子育て施設整備事業（旧第一幼稚園）　【こども未来部】【こども未来部】

【概要】 ゲリラ豪雨などによる冠水被害時に迅速な対応を取ることが
できるように、市内４か所の地下道（※）に防災カメラと壁面水深表
示シートを設置するための経費が計上された補正予算議案を審査し
ました。

【委員会の中で出た意見・要望等】
・防災カメラは冠水被害時だけでなく、犯罪の抑止効果も期待でき

るため、防犯上の観点からカメラが稼働していることを見やすい
場所に掲示することも検討してほしいとの要望がありました。

地下道防災ライブカメラ設置事業　地下道防災ライブカメラ設置事業　【建設部】【建設部】

建設
消防

文教
厚生

※防災カメラが設置される地下道：柏崎地下道（大坪本町）、安岡地下道、新下関第６地下道、小串駅地下道

旧第一幼稚園跡地（貴船町）旧第一幼稚園跡地（貴船町）

検討される代替交通手段の一例検討される代替交通手段の一例
（豊北町で運行している生活バス）（豊北町で運行している生活バス）

冠水時の状況（新下関第６地下道）冠水時の状況（新下関第６地下道）

新病院の整備スケジュール新病院の整備スケジュール

（6）議会だより 令和７年　第２回定例会
（会期：６月６日～６月３０日） 委員会報告



個人向け防犯カメラ設置費補助金個人向け防犯カメラ設置費補助金
�� 【市民部】【市民部】

唐戸市場基本構想策定業務唐戸市場基本構想策定業務
�� 【農林水産振興部】【農林水産振興部】

【概要】 市内の住宅に防犯カメラを設置する個人を対象に、設
置費の１／２（ただし、１世帯当たり３万円を上限とする。）を
補助するための経費が計上された補正予算議案について審査
しました。

【主な質疑】
問：この事業を実施する上で期待する効果とは。
答：防犯カメラが普及することで、犯罪の認知件数が減ってい

く一助になるものと考えている。

【概要】 唐戸市場の老朽化や利用形態の変化に対応するため、大規模
改修を軸にリニューアルの手法や運営方法を検討するための費用が
計上された補正予算議案を審査しました。

【委員会の中で出た意見・要望等】
・市民・観光客・業者の視点や地域・商店街との連携、部局横断の

体制強化、業者支援、屋上などの施設空間の有効活用、社会実験
の実施など、多様な意見を集約した上で多面的かつ丁寧な検討を
求める意見・要望が出されました。

【所属委員】
委員長：村中 良多　副委員長：宮野 直樹
林 透、香川 昌則、安岡 克昌、片山 房一、
恵良 健一郎、平田 陽道、早川 幸汰

【所属委員】
委員長：坂本 晴美　副委員長：山野 陽生
戸澤 昭夫、濵岡 歳生、江村 卓三、
井川 典子、東城 しのぶ、竹村 克司

▪委員会の審査の概要 ＱＲコードからすべての委員会の録画中継を
ご覧になれます。

経済

総務

【概要】 本庁舎の電話対応におけるカスタマーハラスメントにより生じる市の職員の業務負担やスト
レス軽減を目的に、通話録音装置及び告知ガイダンス機器を導入するための経費が計上された補正
予算議案について審査しました。

【主な質疑】
問：市役所でのカスタマーハラスメントの状況とこの事業を導入するに至った経緯は。
答：職員に対して行ったアンケート調査では、過去３年間にカスタマーハラスメントを受けたと感じ

た職員数は、全回答者数の３割を超える状況となっている。本市においても対策の必要性を感じ
たため、他自治体でも導入が進んでいる通話録音装置等について導入しようとするものである。

本庁舎通話録音装置導入業務　本庁舎通話録音装置導入業務　【総務部】【総務部】

【概要】 有害鳥獣捕獲隊員確保支援や、ジビエ受入拡大支援、省力化
機材の導入、ドローン活用の実証など、多角的な新規事業を推進す
るための費用が計上された補正予算議案を審査しました。

【委員会の中で出た意見・要望等】
・議会の提言に対して市が対応してきたことを評価するとともに、

新規捕獲者の活動状況の把握、ジビエの処理加工体制の強化や新
規処理加工施設の検討、埋設設備の衛生・環境面など、現場の課
題把握と支援拡充を求める意見・要望等が出されました。

有害鳥獣捕獲に関する各種事業　有害鳥獣捕獲に関する各種事業　【農林水産振興部】【農林水産振興部】

防犯カメラのイメージ防犯カメラのイメージ
Designed by Freepik, Freepik（www.freepik.com）Designed by Freepik, Freepik（www.freepik.com）

唐戸市場・活きいき馬関街の様子唐戸市場・活きいき馬関街の様子

ジビエ加工品ジビエ加工品
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議案の議決結果／賛否の公表

※議長は評決に加わらないため「－」と表示しております。　
※その他の表記は次のとおりです。
　（「〇」：賛成　「×」：反対　「欠」：欠席　「棄」：棄権）

全会一致で可決された議案を含む
議案全体の議決結果については 
こちらからご確認ください。

注）「ＱＲコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です

■第１回臨時会（会期：４月17日、18日）では、市長提出議案４件について審議が行われ、そのうち１件に
ついては、全会一致で可決されました。なお、賛否が分かれた議案は以下のとおりです。

議案番号 結果 件　　名
第75号 同意 教育委員会委員任命の同意について
第76号 同意 公平委員会委員選任の同意について
第77号 同意 固定資産評価員選任の同意について

■第２回臨時会（会期：５月12日～14日）では、市長提出議案５件について審議が行われ、そのうち３件に
ついては、全会一致で可決されました。なお、賛否が分かれた議案は以下のとおりです。

議案番号 結果 件　　名
第79号 可決 令和７年度下関市港湾特別会計補正予算（第１回）
第80号 可決 令和７年度下関市臨海土地造成事業特別会計補正予算（第１回）

■第２回定例会では、市長提出議案33件、請願１件について審議が行われ、そのうち26件については、 
全会一致で可決されました。なお、賛否が分かれた議案は以下のとおりです。

議案番号 結果 件　　名

第83号 可決 令和７年度下関市一般会計補正
予算（第２回）

第88号 可決 令和７年度下関市ボートレース
事業会計補正予算（第１回）

第92号 可決 下関市満珠荘の管理等に関する
条例の一部を改正する条例

第99号 可決 下関市立青年の家の管理等に関
する条例の一部を改正する条例

議案番号 結果 件　　名

第110号 可決 安岡地区複合施設整備事業に係
る事業契約の一部変更について

第111号 可決 下関市新総合体育館整備事業に 
係る事業契約の一部変更について

第115号 同意 副市長選任の同意について

請願第1号 不採択
「日本政府に核兵器禁止条約の
調印・批准を求める意見書」の
国への提出を求める請願書

みらい下関 創世下関 公明党市議団 市民連合 日本共産党
下関市議団 無所属
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第 ２ 回 定 例 会
第83号、第88号、第92号 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇
第99号、第110号、第111号 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇
第115号 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 棄 〇 〇 〇 〇
請願第1号 － × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × 棄

会派名
議員名

議案番号

※賛成・反対の双方があった議案に対する各議員の賛否については以下のとおりです。
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第 １ 回 臨 時 会
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第 ２ 回 臨 時 会
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会派名
議員名

議案番号
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